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平成 28 年度事業報告書 

 

 

 

１．事業の概要 

 当財団では、公益法人制度の改革に伴い、平成 25 年７月１日に移行登記を完了して、一般財団

法人川合京都仏教美術財団として新たな第一歩を踏み出しました。それまでの 24 年間の財団法人

川合芳次郎記念京都仏教美術保存財団の実績を継承し、新しい定款に基づいて、京都府内の貴重

な文化財の保存修理に対する助成金の交付と、財団が所有する歴史遺産の良好な保存管理、調査、

公開などの事業を進め、文化財所有者に対する援助や関係諸機関への協力などを通じて、今後も

京都府内の文化財保護事業に一定の役割を果たして参ります。 

 平成 28 年度にあっても、当財団の持つ社会的責務を果たすべく、引き続きこうした事業を継続

し、充実させることに尽して参りました。 

 

２．会議の開催 

 (1) 平成 28 年度第１回理事会の開催 

     日 時  平成 28 年５月 31 日(火) 午後３時から 

     場 所  京都テルサ 西館３階第４会議室 

     出 席    理事７名、監事１名 

     議 題    ・平成 27 年度に係る事業報告及び計算書類について 

               ・平成 27 年度に係る公益目的支出計画実施報告書について      

               ・平成 28 年度第１回評議員会の招集の決定について 

               ・特定個人情報の適正な取り扱いに関する基本方針の策定について 

               ＊代表理事・業務執行理事の職務の執行状況の報告 

               ＊理事の選任について         

 (2) 平成 28 年度第１回評議員会の開催 

     日 時  平成 28 年６月 29 日(水) 午後３時から 

     場 所  京都テルサ 西館３階第４会議室 

     出 席    評議員５名、理事３名、監事１名 

     議 題    ・議事録署名人の選任について 

        ・平成 27 年度に係る計算書類の承認の件 

        ・理事の任期満了に伴う選任の件 

        ＊平成 27 年度に係る事業報告について 

        ＊平成 27 年度に係る公益目的支出計画実施報告書について 

        ＊特定個人情報の適正な取り扱いに関する基本方針について 
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(3) 平成 28 年度第２回理事会の開催 

     ①決議があったものとみなされた事項の提案者  理事 川口 融 

     ②決議があったものとするとみなされた日    平成 28 年７月７日(木) 

     ③決議があったものとするとみなされた事項 

                 ・川口 融氏を代表理事に選定し、理事長とする 

                 ・片岡 肇氏を業務執行理事に選定し、専務理事とする 

                 ・川合陽雄氏を業務執行理事に選定し、常務理事とする 

   ④決議についての同意書への署名        理事総数５名中５名 

   ⑤決議についての承認書への署名        監事１名中１名 

 (4) 平成 28 年度第３回理事会の開催 

     日 時  平成 29 年３月 29 日(水) 午後３時から 

     場 所  法輪院会議室 

     出 席    理事５名、監事１名 

    議 題    ・平成 29 年度に係る事業計画及び予算の承認について 

        ・平成 28 年度の修理助成金交付について 

        ・平成 25 年度、平成 26 年度、平成 27 年度の計算書類の一部修正について 

               ＊代表理事・業務執行理事の職務の執行状況の報告 

 

３．事業関係 

 (1) 公益目的支出計画実施報告書 

    ◇｢平成 27 年度に係る公益目的支出計画実施報告書｣の提出（平成 28 年６月 30 日付け／電子   

申請） 

 (2) 文化財修理助成事業 

   1)平成 28 年度文化財修理助成金交付内容の確定 

        平成 28 年度は、９件、2,700,000 円の助成を予定しておりましたが、結果として以下の   

10 件、2,570,000 円の交付となりました。 

１．京都市登録文化財「狩野山雪筆 方丈障壁画」のうち 10 面           240,000 円 

       ２．京都府指定文化財「木造薬師如来坐像」 １軀                       120,000 円 

３．重要文化財   「私家集」のうち「伊勢大輔集」など ８帖          300,000 円 

        ４．京都府指定文化財「籠神社文書」のうち  文書 １巻、検地帳等 ３冊    300,000 円 

５．重要文化財   「八瀬童子関係資料」のうち 文書・記録類 208 点    300,000 円 

６．重要文化財   「妙顕寺文書」のうち  掛軸装 24 点              300,000 円 

        ７．重要文化財   「木造六観音菩薩像」 ６軀                       300,000 円 

        ８．京都府指定文化財「報恩寺本堂障壁画」のうち 16 面                140,000 円 

        ９．重要文化財   「板絵著色 十六羅漢図」(三重塔初重壁画) 16 面     270,000 円       

     10．重要文化財   「賀茂別雷神社文書」のうち 巻子 ５巻            300,000 円 

   2)平成 28 年度文化財修理助成金の支払い 

    各申請者に対する支払い(10 件、合計 2,570,000 円）は５月２日に完了しました。 
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  3)助成金申請者募集の活動について 

     当財団のホームページに「平成 28 年度の文化財修理助成金の申請を受け付けています」    

という記事を掲載して応募を呼びかけました(平成 28 年 11 月 24 日掲載)。  

 (3) 情報公開について 

   ◇ホームページ関連－公益財団法人 京都高度技術研究所(ASTEM) 

   ①「情報の公開－開示」の更新(「事業計画書(平成 27 年度)」及び「収支予算書(平成 27 年  

度)」を削除し、｢事業計画書(平成 28 年度)｣及び｢収支予算書(平成 28 年度)｣に更新／  

４月 20 日) 

     ②「情報の公開－公告」の更新(「貸借対照表(平成 27 年度)」を追加／８月 23 日) 

     ③「情報の公開－公告」の訂正(「貸借対照表(平成 25 年度７月～)」及び「貸借対照表(平   

成 26 年度)」の一部訂正／同 上) 

     ④「情報の公開－開示」の更新(「事業報告書(平成 27 年度)」を追加／同 上) 

   ⑤「助成の実績」の更新(｢これまでの助成実績｣に平成 27 年度分を入れて更新／同 上) 

     ⑥「助成の実績」の更新(「過去５年間の実績」の平成 22 年度分を削除し、平成 27 年度分    

を追加／同 上) 

   ⑦「川合京都仏教美術財団役員名簿」を更新(同 上) 

   ⑧「お知らせ」更新(「平成 28 年度の旧燈明寺収蔵庫の公開について」を掲載／９月 27 日) 

   ⑨「お知らせ」更新(｢平成 28 年度の旧燈明寺収蔵庫の公開について｣を削除し、「平成 27

年度の旧燈明寺収蔵庫の公開が終了しました」を掲載／「平成 28 年度の文化財修理助

成金の申請を受け付けています」を追加／11 月 24 日) 

   ⑩「燈明寺の主な文化財」のうち５軀の観音像の写真の取替え(平成 29 年２月 27 日) 

⑪「お知らせ」追加(「観音像の写真を取り替えました」を追加／３月 13 日) 

 (4) 文化遺産の保存活用等 

   ◇木津川市加茂町所在の遺跡地関連 

    1)維持管理 

       ①境内地の草刈り等 

         年間３回実施(５月 14 日、８月 17 日、10 月 16 日) 

    ②境内地の樹木の剪定等 

         境内地の庭木の剪定及び周辺の市道の樹木の枝払いの実施(９月 16 日) 

       ③旧燈明寺境内の危険木の伐採と枝払い 

      隣接する民家等に被害をもたらしそうな樹木の伐採や枝払いの実施 

(10 月 26 日・27 日・29 日) 

       ④旧燈明寺境内西側市道沿い斜面のオオスズメバチの巣の撤去(11 月１日) 

    2)文化財の活用 

       ①収蔵庫の公開等 

         木津川市観光協会の「京都府木津川市 2016 秋の社寺秘宝・秘仏特別開扉－ときめき、

邂逅、きづがわし。」に協賛して、平成 28 年度も４日間の公開としました。 

      ◇公開期間  平成 28 年 11 月３日(木・祝)～11 月６日(日) 

      ◇公開内容  ・木造千手観音立像／木造十一面観音立像／木造不空羂索観音立像 
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               木造聖観音立像／木造馬頭観音立像 (以上、鎌倉時代) 

                 ・木造合体天部立像  ２点（鎌倉時代)  

                          ・旧本堂所用斗／「東明寺」銘軒丸瓦（室町時代） 

                 ・庫裏棟札､庫裏修理棟札､土蔵棟札､鬼瓦(土蔵用)(以上、江戸時代)       

                        ・『拾遺都名所図会』巻之四／｢燈明寺境内絵図」(以上、江戸時代)  

◇来場者数  11 月３日－72 名、11 月４日－95 名、５日－99 名、６日－29 名 

                                                                        合計 295 名 

            ◇監視・案内業務の委託  公開期間中の監視及び案内等の業務を地元のＮＰＯ法      

人「ふるさと案内・かも」に委託しました。 

            ◇周知について  木津川市観光協会発行のパンフレット及び当財団のホームペー 

ジに掲載して周知に努めました。 

       ②臨時の収蔵庫公開 

      ◇５月 15 日 横浜市の「原三渓市民研究会」一行 20 名(スタディ・ツアー「三渓ゆ     

かりの地を訪ねる」の一環として) 

◇平成 29 年３月 26 日 「近畿文化会」一行約 40 名－(臨地講座「鹿背山・燈明寺 

山と周辺の仏像」の一環として／講師 奈良大学教授・関根俊一氏)    

 

４．資金運用 

  ◇当年度における周資金運用は前年度と変わりはなく、新たな購入等はありませんでした。 

 

 

 


